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１．はじめに 

 2013 年に初めて訪日外国人が 1000 万人

を上回ったとのニュースは記憶に新しい。

それでは、１年間の入込観光客数が 1000

万人以上の観光地点（観光スポット、観光

施設等）は日本国内にどれくらいあるのだ

ろうか。白書、年鑑類を調べても、また、

ネット検索を行っても、国内の主要観光地

点の入込観光客数のランキングは見つから

なかった。ネットで入手した断片的な情報

に従えば、2013 年については、東京ディズ

ニーリゾートの入園者と浅草寺参拝客が約

3000 万人、大阪のユニバーサル・スタジ

オ・ジャパンの入園者と成田山新勝寺の参

拝者がいずれも約 1000 万人であった１。 

 このように年間 1000 万人以上の入込観

光客がある国内の観光地点は少数であるが、

この条件を満たす観光地点の１つに伊勢神

宮を加えることができる。2013 年に式年遷

宮（20 年に１度定期的に行われる遷宮）を

迎えた伊勢神宮の内宮
ないくう

（皇
こう

大神宮
たいじんぐう

）と外宮
げ く う

（豊受
と ゆ け

大神宮
だいじんぐう

）の同年の参拝者数の合計は

1400 万人に達した。伊勢神宮（正式名称は

「神宮」、狭義の神宮は内宮と外宮のみを指

し、別宮、摂社、末社、所管社を含まない）

への参拝（以下、伊勢参宮）者数のデータ

は、内宮、外宮のそれぞれについて、1896

（明治 29）年以降の時系列が入手できる。

また、断続的にではあるが、明治以前の年

間参宮者数についての言及も歴史的文書の

中に残されている。それらによれば、年間

参宮者数が 100 万人以上を上回ったことが

江戸時代には数回あった。明治期以降も 

 

 

 

 

 

1917（大正６）年頃から第２次大戦まで年

間参宮者数は 100 万人を上回っていた。 

 

図１ 伊勢神宮周辺図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本稿では、わが国の「観光の原点」2とも

言われる伊勢参宮の歴史的推移と、その変

動要因について経済的・統計的な考察を行

う。まず、２節では、江戸時代まで伊勢神

宮に参宮者を誘引する上で重要な役割を果

たした御師
お ん し

（伊勢神宮以外の神社では「お

し」）と呼ばれる人びとが登場した経緯につ

いて考察する。３節では、隆盛を極めた江

戸時代の参宮の動向について見ていく。４

節では明治期以降における参宮の動向を概

観する。 

 

 

観光の原点としての伊勢参宮についての経済的・統計的考察 

明治大学 政治経済学部  

教授 新田 功 

 

（出所）西垣晴次『お伊勢まいり』岩波新書、

1983 年、p. ⅰ。 
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２．古代から中世までの伊勢参宮 

（１）御師の登場とその背景 

 伊勢神宮の歴史について、とくに過去に

遡るほどはっきりとしたことは言いがたい。

おそらく伊勢神宮の鎮座は５世紀～６世紀

頃だったと思われる。また、伊勢神宮の経

済的基盤が整ったのは、大化の改新以後の

ことであり、神宮に神部
か ん べ

（神社に所属し租
そ

･

庸
よう

･ 調
ちょう

を神社に納めた家）と神田
しんでん

が付与さ

れ、そこからの神税によって遷宮や祭事の

費用が賄われたことについては、論者の間

に意見の食い違いは見られない。 

 後に伊勢参宮の推進力となる御師が登場

した背景には伊勢神宮の経済問題があった。

10 世紀以降、荘園制が進んで律令制の解体

が始まると、神税の徴収が困難になった。

神領も例に漏れず、その地域内で荘園化が

進んだ。このことに対応して、伊勢神宮で

は、私領と引換えに神宮内の役職を与えた

り、特別税を課したりした。さらに、神宮

の下級神官である権
ごん

禰宜
ね ぎ

層によって土地が

新たに開墾された。もともと御厨
みくりや

・御園
み そ の

と

呼ばれるものは、その地域の特産物を神宮

に差し出し、そのかわりに神税の免除を受

ける特定の神部を指したが、権禰宜層によ

って新たに開墾された土地も御厨・御園と

呼び、神宮の荘園とした。このことによっ

て神宮の経済の実権が権禰宜層によって左

右されるようになる。 

 しかし、こうした自墾系の御厨・御園を

もってしても神宮の経済問題を解決できな

かった。というのはこれら自墾系の御厨・

御園の実際の権益は権禰宜層が握っており、

神宮の経済を支えたわけではないからであ

る。そこで 11 世紀後半以後、伊勢神宮の式

年遷宮の費用と労働力を全国的規模で公領

と荘園に賦課・徴収する役夫工
や く ぶ く

米
まい

制が導入

された。この役夫工米の制度のもとで、権

禰宜層が役夫工使
や く ぶ く し

として国々に派遣され、

国の役人とともに荘園に入り込んで役夫工

米を取り立てた。彼らは、荘園に認められ

た「不輸
ふ ゆ

」（無税の特権）と「不入
ふにゅう

」（役人

の立ち入りを拒める特権）の２つをまった

く無視し、当時権勢を極めた摂関家の荘園

からも遠慮なく取り立てた。こうして全国

に派遣された権禰宜層たちは、広い範囲の

人びとに伊勢神宮の存在と威力を知らせる

とともに、在地領主たちと個人的な結びつ

きを持ち、伊勢神宮に対する信仰を植え付

けていった。 

鎌倉時代になると伊勢神宮に対する武士

の信仰が盛んになり、東国を中心に御厨の

寄進が多くなった。こうした御厨を寄進系

御厨と呼んでいるが、寄進の窓口となった

のが権禰宜層であり、彼らは口入
くにゅう

料と呼ば

れる報酬を得て神宮への寄進を斡旋した。

彼らがこのように寄進を仲介できたのは、

伊勢神宮に対する私
し

幣
へい

（臣下や一般民衆が

幣帛
へいはく

すること）は依然として禁じられてい

たので、在地領主である武士からの奉幣
ほうへい

は、

神官である権禰宜層が仲介してはじめて意

味を持ったからである。こうした権禰宜層

が御師と呼ばれるようになったのであるが、

その名称の由来については、御祈祷師の略

称であるという説が有力である。また、い

つ頃から御師と呼ばれるようになったかは

はっきりしない。ただし、御師として活動

した権禰宜層の大部分は外宮の関係者であ

り、そのことが江戸時代末まで外宮の活動

の方が内宮よりも活発であったことの大き

な要因であった。 

 

（２）中世の参宮 

このように鎌倉時代までに伊勢神宮の存

在は広く知れ渡るようになったのであるが、

どのような人びとが参宮を行ったのであろ
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うか。平安時代末までは主な参宮者は貴族

とそれに付き添った人々と考えられている。

次の鎌倉時代は、参宮者は僧侶を除けばほ

とんど武士であり、その後、南北朝時代、

室町時代に入っても武士が多数を制してい

たと言われる。 

室町時代に入ってから一般民衆（つまり

当時の人口の大部分を占めていた農民）の

間にも伊勢参宮が広まっていったものの、

それは畿内またはその周辺の民衆に限られ

ていた。しかも、畿内の民衆にとってさえ、

当時往復で十数日もかかる伊勢参宮の旅費

を捻出することは困難であった。この経済

的ハードルを乗り越えるために生み出され

た智恵が伊勢講である。伊勢講は、伊勢信

仰をする人びとが少額のお金を持ち寄って

積み立てを長期間にわたって行い、その蓄

積で旅費を捻出して、伊勢参宮を果たそう

とするものである。 

しかし、なぜ講を組んでまで人びとは伊

勢参宮をしようとしたのであろうか。その

最大の要因は伊勢神宮側からの積極的な働

きかけにあったと考えられる。室町時代に

入ると、幕府権力の弱体化が進むにつれて、

伊勢神宮の経済を支えてきた役夫工米の制

度は次第に実施が困難となり、御厨などか

らの年貢も滞った。その結果、外宮の遷宮

は 1434（永享６）年に行われた後、119 年

後の 1553（天文 22）年まで行なうことがで

きなかった。内宮もまた、1462（寛正３）

年に遷宮が行われた後、123 年後の 1585（天

正 13）年まで遷宮が行われなかった。この

ような経済的危機に対して、伊勢神宮は参

宮者を増加させるために２つの方策に取り

組んだ。第 1 は、国家の守護神である伊勢

神宮に国民は必ず詣らなければならないと

いう思想を醸成することである。すでに室

町時代中期の 1440 年代に編まれた辞典

『壒嚢鈔
あいのうしょう

』には、「和国は生を受くるひと、

太神宮へ参詣すべき事勿論」という表現が

見られるようになっていた。もう１つは、

御師たちが信仰を広める対象を農民層にま

で広げ、この層の人びとを新たな財源とし

たことである。信仰によって御師と個人的

に結びついた人びとのことを檀家
だ ん か

（檀那
だ ん な

）

と言うが、御師は農民層と師檀関係を結び、

村々の伊勢講を回って祈祷を行い、大麻

（御祓
お は ら

いの札）、伊勢暦などの音物
いんもつ

を檀家に

配って、初穂料（祈祷料）として米を、神

楽料としてお金を手にした。それだけでな

く、檀家が伊勢講によって参宮をすると、

御師は自らが経営する宿に泊めて様々なサ

ービスを提供した。 

室町時代にどれくらいの参宮者があった

かについてははっきりしない。そうしたな

かで、関所の存在から参宮者の多寡をうか

がい知ることができる。室町時代中頃、伊

勢街道の桑名と日永の間の距離は僅か 4 里

であったのに関
せき

銭
せん

（通行料）の徴収を目的

とする関が 60 以上存在したこと、外宮と内

宮の中間に設けられた外宮関は 1485（文明

17）年頃年収 3000 貫（30 万両）にも達し

た。したがって、参宮者数は不明であるも

のの、参宮は盛況であったと推測される。 

 しかし、室町時代の後の戦国時代まで、

一般民衆が参宮の旅をすることには大きな

困難が伴った。それは関所以外にも、戦争、

山賊、海賊と、参宮という旅を阻む障壁が

山積していたからである。 

 

３．近世の伊勢参宮 

（１）参宮者の増加とその背景 

 戦争、山賊、海賊、関所という旅の障壁

を取り除いたのは、織田信長と豊臣秀吉だ

った。しかし、多数の民衆が参宮という旅

を行えるようになるためには２つの条件が
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整わなければならない。第１の条件は、交

通環境の整備である。第２は、民衆の経済

状態の向上である。 

 第１の交通環境の整備とは、①馬、駕籠
か ご

等

の乗り物が利用できること、②街道沿いの

宿屋の発達、③貨幣の流通、という条件が

整うことである。これら３つの条件は江戸

時代に入ってから整備された。まず、①に

ついては、主要街道の至る所に伝馬問屋、

駕籠かき等の交通業者が出現し、他方、海

運も発達することによって、旅人は徒歩だ

けの旅から解放された。②に関しては宿屋

や茶屋が普及しただけでなく、中世の木賃

宿が食事付きの旅籠に変貌していった。③

に関しては、中世では重量が大きく基準価

格の低い銅銭しか利用できなかったが、江

戸時代に入ると携帯が容易な金貨、銀貨が

多量に鋳造されたため、身軽に旅行するこ

とが可能になった。さらに為替の制度も発

達した。 

 第２の民衆の経済状態に関しては、その

大部分を占める農民から述べる必要があろ

う。江戸幕府は豊臣秀吉の小農民の自立政

策を継承し、これによって隷属農民が解放

され、独立の生計を営む小農民が増加した。

彼らは自らの生産力を高めるための自助努

力をした。また、幕府と各藩も積極的に農

業振興策を行った。たとえば、農器具の改

良、科学的な害虫駆除法の導入などの農業

技術の改良である。また江戸初期には新田

の開発が活発に行われた。こうした農業振

興策によって農業の生産性と生産力は増大

した。その結果、元禄年間（1688～1703 年）

前後から農民の生活水準が向上し、伊勢参

宮を行いうる農民の割合の高まりをみる。

他方、農民の生活水準の向上は購買力の増

加に直接結びつくので、農民による非自給

品の購入が増え、商品流通が発展し、これ

につれて商人ひいては町人の生活水準も上

昇したはずである。 

江戸初期における年間参宮者数は２～３

万人と見積もられているが、上記の２つの

条件が揃った元禄年間から享保年間（1716

～1736年）の時期に伊勢参宮が最も多かっ

たと言われている。その頃の参宮者数に関

して、繰り返し引用されているのが、1718

（享保３）年に、伊勢山田奉行が江戸に参

府した際に報告した数字である。同奉行は、

この年の正月元旦から４月15日までの間に

42万7500人の参宮者があったと幕府へ報告

した。江戸時代の旅の主役は農民であった

ため、農閑期にあたる正月から３～４月に

参宮者の年間総数の７～８割が集中したと

言われる。したがって同年の年間参宮者は

50万人を上回った可能性が高い。その後、

天保年間（1830～1844年）前後には、参宮

者は多い年で40万人、少ない年で20～25万

人であったとされる。 

 

（２）江戸時代の御師 

 このように参宮者数が数十万人にも及ぶ

一方、御師の数も激増した。秀吉の晩年の

1594（文禄３）年に外宮の御師は 145 家で

あったが、参宮者数がピークを迎えた 1724

（享保９)年には 615 家と、実に４倍に増え

た。一方、内宮については、正徳年間（1711

～1716 年）頃の御師の数が 141 人であった

ことがわかるだけである。おそらくこの頃

の内宮と外宮を合わせた御師の数は 700 家

以上あったと推察される。 

江戸時代初頭に徳川家康が伊勢神宮の朱

印地を認め、式年遷宮の経費のすべてを幕

府が支出することを約束したので、神宮は

経済問題に苦慮する必要はなくなった。そ

れにもかかわらず、江戸時代に入ってから

も御師たちは檀家および伊勢講の新規開拓
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を行った。その結果、１人の御師で、膨大

な数の檀家を抱えるものも登場した。たと

えば、内宮御師宇治氏は天明年間頃（1780

年代）信州長野付近だけで１万 900 軒の檀

家をもったと言われる。檀家の新規開拓の

結果、1777（安永６）年の外宮の御師のも

つ檀家の数は大麻の配布数から438万9549

に及んだ。 

檀家の数は御師の所得に直結する。とい

うのは、江戸時代においても、御師の使い

としての手代
て だ い

が檀家まわりをして大麻と音

物を配布し初穂料を得ており、さらに、檀

家たちが参宮して御師の家に泊まればそれ

も収入になるからである。このため御師の

間で道者株（檀那場
だ ん な ば

）の売買がなされただ

けでなく、御師の身分さえ売買された時代

もある。つまり、御師の世界では商人の世

界と同様に資本の論理が支配していたと言

っていいであろう。 

 御師たちは顧客獲得のための企業努力も

欠かさなかった。神崎宣武は、旅行業の起

こりは 19 世紀イギリスのトーマス・クック

に始まると言われるが、伊勢の御師はその

100 年以上前から総合旅行業を開始してい

たと述べている。具体的には、檀家たちを

手代が伊勢の玄関口ともいうべき宮川の船

渡し場まで出迎え、宿に着くとすぐに入浴

をすすめ、風呂から上がって着替えを済ま

せると主人が丁重な挨拶をする。その後食

事となるが、これが鯛にアワビに灘の生一

本などの二の膳、三の膳がつくという豪勢

なものである。これはまさに最近の流行語

である「おもてなし」の原型というべきも

のである。神崎は、こうした下にも置かな

い接待の背後には御師のたくましい商魂が

隠されていたと指摘する。御師たちは、伊

勢に来た客が地元に帰ってからその豪勢さ

を吹聴してくれれば、次回の集客もうまく

いくという、宣伝効果を狙っていたと言う

のである。 

 

（３）参宮者の実像 

 伊勢参宮をする人びとはどのような人び

とであったのだろうか。また、どのような

目的で参宮し、どのような効用があったの

だろうか。前述のように室町時代から伊勢

講は存在したが、江戸時代には一部の地域

を除いてほぼ全国的に伊勢講が普及した。

講仲間は米やお金を持ち寄るか、または一

定の財産を持ち、その運用益を積み立て、

それを参宮の費用に充てて、仲間の中から

代表を立てて参拝してきてもらう（代参）

方式をとることが一般的であった。講への

加入期間が長ければ一生に一度は参宮でき

る仕組みである。いわば会費制であったた

め、伊勢講には誰でも参加できたわけでは

なく、一定以上の経済水準の農民、町人で、

しかも家長が講仲間になった。伊勢神宮は

女性の参詣も認めていたので、講仲間に女

性も加わることは可能であったが、女性は

少数派であった。代参にあたり、講仲間本

人の代わりに、一種の通過儀礼として、若

者を参宮させる風習が各地にあった。 

 大部分の参宮者にとって、伊勢参宮は信

仰のためというよりは、旅（上方見物）そ

れ自体が目的であった。身分制度が厳重で、

領主の監視や規制が厳しい中で、息苦しい

日常生活を送らざるをえなかった農民層は、

一般の旅は制限されていた。しかし、社寺

参詣は聖なる信仰行為として領主からも寛

容に扱われることが多かった。井原西鶴が

『好色五人女』の巻二で「いずれも御参宮

の心ざしにあらねば、内宮・二見へも掛け

ず、外宮ばかりへちょっと参りて‥‥」と

皮肉っているように、参宮の旅は伊勢へ参

るだけでなく、京都大坂を見物し、関東・
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東北の者ならば金比羅参りまですることが

多かった。しかし、民衆、とくに農民は、

旅をすることによって開放感を味わうとと

もに、見聞を広めることもできた。また、

外宮は農業神としての神格をもつことから、

全国各地の農民が奉納した各種の種籾を交

配して、稲の改良品種を作り、これを「伊

勢みやげ」「伊勢錦」などと命名して参宮者

に配布した。これによって稲の多様な品種

が全国各地に広がり、農業上の技術交流が

行われ、米の生産力を高めることにつなが

るという余録もあった。 

 

（４）抜参りと御陰参り 

 生涯に一度の参宮が当然のことのように

言われるようになると、誰もが伊勢参宮に

強いあこがれをもった。しかし、現実は厳

しく、家長以外の家族、つまり家庭内の女

性や子供が参宮することは極めて困難であ

った。まして商家や農家の雇い人が参宮す

ることは事実上不可能に近かった。この矛

盾を解決するために自然発生したのが「抜
ぬけ

参り」である。 

抜参りとは、妻、子供、雇い人など、お

金や時間が自由にならない人びとが無断で

家出して参宮することを言う。つまり、非

常手段に訴えて伊勢参宮を果たそうとする

ことにほかならない。江戸時代の風潮とし

て、伊勢参宮にかぎって罪悪視されず、例

外的に大目に見られた。しかし、抜参りを

する人びとの大部分は旅費も用意せずに飛

び出し、途中、農作業の手伝いをしながら

旅を続ける者も多く、物乞いをする者も多

かったと言われる。                                     

 このような抜参りが周期的に、しかも全

国的に大量発生したものを「御陰
お か げ

参り」と

呼んでいる。御陰参りとは、伊勢神宮の御

祓いや大麻が空から降ってきたというよう

な噂をきっかけにして、比較的短時日の間

に、膨大な数の民衆が群集心理に導かれて

伊勢神宮に殺到する現象のことを言う。御

陰参りは江戸時代に５回発生した。第１回

が 1650（慶安３）年、第２回が 1705（宝永

２）年、第３回が 1771（明和８）年、第４

回が 1830（文政 13）年、第５回が 1867（慶

応３）年である。 

 1650年の第1回目の御陰参りについては

断片的な記録が残るだけで、参宮者の数は

はっきりしない。1705 年の第２回目の御陰

参りについては、本居宣長が『玉勝間』三

の巻の「太神宮御蔭参り」の中で、ある記

録によると宝永２年４月９日から５月 29

日までの50日間で総計362万人もの参宮者

があった、と記している。このように第１

回と第２回の御陰参りの人数については信

頼性のある情報が得られない。他方、1771

年の第３回の御陰参りに関しては、明和８

年４月８日～８月９日の４カ月間の宮川の

渡し船の利用者数が207万7450人に及んだ

ことがわかっている。伊勢に参宮するため

には３つの主要ルートのどれをとるにして

も、宮川を超えなければならなかったが、

江戸時代には宮川には橋が架かっておらず、

渡し場が３カ所あっただけであった（図 1

参照）。しかも３カ所のうち、１カ所は地元

住民用なので、残りの２カ所の渡し船の利

用者数を把握すればこれを御陰参りに参加

した人数とみなすことができる。1830 年の

第４回目の御陰参りは３月１日に始まり８

月末頃終了した。このときは宮川の渡しで

476 万人、大湊などから船で来る者が 10 万

人いたとされる。1867 年の第５回目の御陰

参りは「ええじゃないか」として知られて

いるもので、幕末の不安な世相を背景にし

て引き起こされたとみなされている。しか

し、このときの参宮者がどれくらいであっ
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たのかは不明である。 

御陰参りと切り離すことができないのが

施行
せぎょう

である。わずか数カ月の間に数百万人

が参宮する御陰参りでは、家長や主人の許

可の得られない、しかも僅かな手持ちしか

ないか無一文の妻、子女、雇い人が過半数

を占めたであろう。そこで御陰参りの際に

は、沿道の領主、富豪、民衆、社寺等がこ

ぞって参宮者に施行した。ある者はお金を

与え、ある者は食事を提供し、ある者は無

料で宿泊させ、渡し船も渡し賃をとらなか

った。駕籠でさえ無料で人を運ぶものがあ

った。新城常三は、常套手段では参宮の望

みを果たすことのできない人びとの、広範

かつ深く拡がった不満と要求の解決方法と

して、御陰参りという爆発的な参宮ブーム

が間歇的
かんけつてき

に発生した、と述べている。施行

はこうした不満を鎮めるために「持てる者」

から「持たざる者」への一種の所得移転で

あったとみなすことができよう。 

 

４．明治期以降の伊勢参宮 

（１）第二次世界大戦までの伊勢参宮 

 明治時代に入ると、民衆と伊勢神宮の関

係は大きく変化した。西垣晴次は江戸時代

までの両者の関係を「のびやかな民衆と神

宮との関係」と表現し、明治期以降を「い

かめしい神宮像」と特徴づけている。 

 明治維新後まもなく、明治政府は神道国

教化の政策を推し進めた。神道国教化とは、

「日本古来の神道を中心に、国民の信仰と、

思想を統一しようとする」ものである。こ

れを象徴するかのように、明治２年３月に

明治天皇が天皇として史上初めて参宮した。

さらに、明治政府はいち早く神社制度の改

革に着手した。具体的には、明治政府は全

国の神社を国の統制下におき、続いて、全

国主要神社の社格を定めて、伊勢神宮を最

高位に位置づけた。改革はこれにとどまら

ず、神官の世襲を廃止し、神官の職制を変

更した。さらに、全国の神社は境内を除き、

所領地を国有化した。もちろん伊勢神宮も

領地を国有化されたが、それと引換えに、

経費を国庫から負担することが定められた。

『伊勢市史』はこのことを「律令時代の国

営体制が回復された」と表現している。 

 明治政府による改革の中で伊勢神宮に対

する影響の最も大きかったのは明治４年の

神官の世襲の廃止である。これによって師

職（御師の職）がなくなり、檀家への大麻

の配布も禁止された。御師は伊勢（宇治山

田）の経済を長年にわたって支えており、

江戸時代には一時期、伊勢の就業人口の

50%以上を商工業者が占めるまでになって

いたので、師職の廃止は伊勢住民にとって

想像以上の混乱をもたらした。御師のうち

資力のある者は新しい生業を求めて精米、

製糸、製紙をはじめ、商業あるいは参宮客

を対象とする旅館業に転業した。こうした

状況の下で、一般市民は参宮客を対象とす

る接客業、すなわち、旅館業と土産物を中

心とする家内工業に生活の糧を求めた。 

 旅館業は江戸時代までは御師たちによっ

てほぼ独占されており、師檀関係を持たな

い参宮者あるいは行商人のための町屋宿が、

奉行所による規制を受けながら細々と営業

しているだけであった。師職制度の廃止と

同時に町屋宿は旅館として自由に営業がで

きるようになった。ただし、旅館の大部分

の経営者は旧御師であった。 

 伊勢の人びとは時代の変化に敏感でもあ

った。鉄道旅行の時代が訪れると、いち早

く鉄道開発に取り組んだ。1894（明治 26）

年に津と宮川の間を結ぶ参宮鉄道が開通し、

1908（明治 40 年）には国有鉄道参宮線とな

って、参宮を徒歩の旅から鉄道の旅に変え
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た。また、1906（明治 38）年からは全国で

３番目に市内電車が走った。さらに、伊勢

参宮に訪れた人びとの一部が登山する朝
あさ

熊
ま

山にも大正 14 年に朝熊山登山鉄道が開業

し、ケーブルカーで山頂まで行けるように

なった。 

 御師の廃止に伴って伊勢講も徐々に解散

していった。それでは明治期以降、参宮者

数はどのように推移したのであろうか。参

宮者数に関しては、「伊勢市観光統計」から

1897（明治 29）年から 2013 年までの、内

宮と外宮それぞれの参拝者数の時系列が入

手できる。この時系列を折れ線グラフにし

たのが図２である。このグラフに示された

1897 年から 1945 年までの内宮と外宮の参

拝者数の推移から、次の２点を指摘できる。

第１に、1897 年から 1945 年まで参宮者数

は増加傾向にあったことである。とくに第

１次大戦中の 1917 年と、日中戦争が始まっ 

 

た 1937 年に参拝者が急増している。こうし 

た参宮者の増加は、明治以降、公教育の場

において、皇室の氏神である伊勢神宮に天

皇の赤子である国民が参詣するのは当然で

あり、義務であると説かれていたことと無

縁ではないであろう。第２に、この期間、

ほぼ一貫して外宮の参拝者数が内宮のそれ

を上回っていたことである。当時は参宮者

の大部分は交通手段として鉄道を利用した

はずであり、鉄道の駅から近い外宮が参拝

者にとっては訪れやすかったためである。 

 

（２）第二次大戦後の伊勢参宮 

 第２次世界大戦敗戦直前の1945年7月に

アメリカ軍によって行われた空襲によって

宇治山田市（現伊勢市）は家屋の 60％が消

失した３。敗戦とともに占領軍は国家神道

を解体し、伊勢神宮は国家から離れて宗教

法人となった。 

図２ 明治期以降における参宮者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 敗戦直後は伊勢神宮の参拝者数も激減し

た。1947 年の内宮、外宮の参拝者数は戦前

のピークであった 1940 年の参宮者数の約

10 分の１にまで減少したのである。この事

態は「戦時中の伊勢信仰の押しつけ」の反

動であったとみなすことができる。しかし、

（資料）伊勢市観光課「平成 25 年伊勢市観光統計（資料編）」から作成。 

（URL）http：//www.city.ise.mie.jp/secure/12124/25shiryouhen.pdf（2014 年 8 月 13 日取得） 
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1953 年には内宮、外宮ともに参拝者は 200

万人を上回った。その後 1967～68 年頃まで

両宮の参拝者は歩調をほぼ同じくして漸増

し続けるが、1960 年代末から内宮と外宮の

参拝客数が乖離しはじめ、乖離の程度は

年々大きくなっている。 

両宮の参拝者数の乖離の原因としてモー

タリゼーションの進展を指摘できる。1964

年に伊勢市と鳥羽市を結ぶ有料道路伊勢志

摩スカイラインが開通し、1975 年には伊勢

自動車道が開通した。わが国の自家用車世

帯普及率は 1960 年代までは 10％台であっ

たが 1970 年に 20％台に上昇すると、1980

年には世帯普及率は 50％を上回った。そし

て 1991 年には世帯普及率は 80％を上回り

現在まで 80％台で推移している。その結果、

自家用車利用による伊勢参宮は近年も増加

傾向にあり、他方、鉄道利用による伊勢市

への来訪者数は漸減傾向にある。図３は時

系列データの得られる1989年以降の近鉄宇

治山田駅年間乗車人数（定期客含む）と

1993 年以降の伊勢自動車道伊勢西料金所年

間利用台数の推移を示したものである。こ

の図からも、現代の伊勢参宮の旅が列車の

旅から自動車の旅に変化していることが確

認できる。こうした交通手段の変化は、鉄

道駅の最寄りに立地する外宮にとっては参

拝客数のマイナスの要因として働き、従来

は交通不便であったものの、反面において

大規模な駐車場を確保しやすい内宮にとっ

てはプラスの要因として働いているのであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料）伊勢市観光課、前掲資料から作成。 

 

しかし、近年の内宮の参拝者数の増加は、

単に自家用車利用者の増加によるものだけ

ではなく、地元商業者によって、1993（平

成５）年７月に内宮門前町「おはらい町」

に「おかげ横丁」がオープンしたことも寄

与している。おかげ横丁とは、御陰参りの

起こった江戸から明治期の伊勢路の建築物

を移築などによって再現した町並みで、三

重の老舗の味や名産品、歴史、風習などを

体験できる。三重県観光政策課「平成 24

年観光レクリエーション入込客数推計書」

によれば、おかげ横丁の入込客数は 1998

年以降毎年 400 万人を上回る盛況である。 

また、内宮、外宮の両宮に共通すること

であるが、式年遷宮の８年前から 33 の行事

を行い、それらの行事のうち御木曳
お き ひ き

行事、

御白石持
おしらいしもつ

行事には伊勢市民や全国の崇敬者

が行事に参加する。こうしたたくさんの行

事、とくに一般市民が参加できる行事を実

施し続けていることが、参宮者数の維持と

増加に結びついていると言えるであろう。 

 

 

図３ 近鉄線宇治山田駅年間乗車数人数

（定期利用含む）と伊勢西料金所年 

間利用台数の推移 
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５．おわりに 

 本稿では江戸時代までの伊勢参宮の支柱

となった御師たちがどのような背景のもと

に登場し、また、どのように活動したかを

歴史的に振り返り、彼らが数百年も前から

「おもてなし」を実践してきたことを見た。

また、今日でも伊勢神宮と地元の人びとは

参宮者数を維持・拡大するための努力を怠

っていない。まさに、伊勢参宮の旅は「観

光の原点」であり続けていると言ってよい。 

最後に、筆者は、江戸時代に盛んであっ

た富士講の御師たちの家の傍らを通って小

学校に通学し、当時は、夏になると御師の

家で一泊した富士講の信者たちが白装束に

身を固め、杖を手にして、六根
ろっこん

清 浄
しょうじょう

と唱

えながら富士北麓の吉田口登山道から山頂

を目指す姿を目にした経験があることを付

言して、本稿を結びたい。 

 

注） 
1  ディズニーリゾートの数字はロイターの web

サイトの記事（2014 年 4 月 1 日）、浅草寺の

数字は浅草寺の web サイト、USJ の数字は USJ

の web サイト（2014 年 3 月 1 日のニュースリ

リース）、成田山の数字は「平成 24 年千葉県

観光入込調査報告書」から入手した。 
2  2014 年 1 月 20 日明治大学学部間共通総合講

座での舩山龍二 JTB 前会長よる指摘。 
3  山口千代己「悲惨だった三重県空襲」「歴史

の情報藏」の web サイト （URL）http:// 

www.bunka.pref.mie.lg.jp/rekishi/kenshi

/asp/arekore/detail.asp?record=43（2014 年 

9 月 10 日取得） 
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